
令和３年度「下水道の日」作品コンクール(標語部門)
埼玉県知事賞　新井　忠勝さん

ご自宅や事務所などの排水施設や
公共下水道についてはお住いの市町の

お問い合わせ先

下水道への接続に関すること
下水道使用料に関すること 等

下水道担当課までお問合せください。

流域下水道の処理場の

埼玉県下水道局下水道管理課

流域下水道について
流域下水道の処理場の

維持管理・見学について

（公財）埼玉県下水道公社・本社
〒330-0063 さいたま市浦和区高砂3-13-3
直通TEL 048(830)5440 FAX 048(830)4884

埼玉県下水道局下水道事業課

〒338-0837 さいたま市桜区田島7-2-23
直通TEL 048(838)8585 FAX 048(838)8589

荒川左岸南部支社（荒川水循環センター）

〒330-0063 さいたま市浦和区高砂3-13-3
直通TEL 048(830)5448 FAX 048(830)4884

荒川左岸南部流域下水道について

〒335-0034 戸田市笹目5-37-14
TEL 048(421)5861 FAX 048(421)5004

荒川左岸北部支社（元荒川水循環センター）
荒川左岸南部下水道事務所

〒336-0026 さいたま市南区辻8-27-20
TEL 048(861)2051 FAX 048(861)2056

〒363-0007 桶川市大字小針領家字堤内939
TEL 048(728)2011 FAX 048(728)2013

荒川右岸支社（新河岸川水循環センター）荒川右岸流域下水道について
〒351-0115 和光市新倉6-1-1
TEL 048(466)2400 FAX 048(466)2401

中川支社（中川水循環センター）

荒川右岸下水道事務所
〒351-0115 和光市新倉6-1-1
TEL 048(466)9410 FAX 048(466)9418

〒341-0056 三郷市番匠免3-2-2
TEL 048(952)3351 FAX 048(952)3354

古利根川支社（古利根川水循環センター）

荒川左岸北部・古利根川・荒川上流・市野川

利根川右岸流域下水道について

荒川左岸北部下水道事務所
〒363-0007 桶川市大字小針領家字堤内939

〒346-0014 久喜市吉羽772-1
TEL 0480(22)3819 FAX 0480(22)6727

（包括的民間委託）

TEL 048(728)0016 FAX 048(728)0020

〒341-0056 三郷市番匠免3-2-2

新河岸川上流水循環センター
〒350-0032 川越市大仙波1287
TEL 049(224)2741 FAX 049(227)7366

〒
TEL 048(952)9080 FAX 048(952)9234

市野川水循環センター
〒355-0813 滑川町大字月輪字窪田521-6
TEL 0493(62)0410 FAX 0493(62)0411

荒川上流水循環センター
〒369-1104 深谷市菅沼984

小山川水循環センター
〒367-0024 本庄市東五十子382-1
TEL 0495(21)7997 FAX 0495(25)6831

埼玉県下水道局下水道管理課・下水道事業課

埼玉の下水道マスコット
「クマムシくんとなかまたち」は下水の汚れを

きれいにする微生物をキャラクター化したものです。

下水道事業課 計画・公共下水道担当
〒330-0063 さいたま市浦和区高砂3-13-3

中川流域下水道について

中川下水道事務所

そのはっぱ　そうじしないと　つまっちゃう

直通TEL 048(830)5458　FAX 048(830)4884

公共下水道事業の支援について

彩の国 埼玉県

埼玉県マスコット「さいたまっち」 埼玉県マスコット「コバトン」

埼玉の下水道２０２１埼玉の下水道２０２１

～安心・安全支える下水道～～安心・安全支える下水道～
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下水道の役割

水質の保全・改善

　家庭や工場から出る汚水を速やかに流し、快適な生活
環境を確保しています。

　市街地に降った雨水を集め、河川へ流し、まちを浸水
から守っています。

　下水処理の過程で発生する資源（下水汚泥）や下水処
理場の上部空間などを有効活用しています。

　家庭や工場から出る汚水をきれいにしてから河川等に
流し、水質の保全や改善に貢献しています。

資源や施設の有効活用

浸水の防除

快適な生活環境の確保



下水道の仕組み
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生活排水の処理

1人あたりの1日の水の使用量

下水処理の仕組み

私たちの生活と下水

埼玉県では河川汚濁の主な原因である生活排水を処理する施設を整備するための指針として「埼玉県生活排

水処理施設整備構想」を策定し、２０２５年度に生活排水処理人口普及率１００％を目指しています。

生活排水処理施設整備構想

下水道 下水道類似施設 計

主に市町村が管理する公
共下水道や県が管理する
流域下水道など。
2025年度目標：86.7％

農村世帯で使われる農業集落
排水や住宅団地で利用される
コミュニティプラントなど。

2025年度目標：1.1％

下水道のない地域で汚水
を処理する浄化槽。

2025年度目標：12.2％

2025年度
目標値
100％

汚 水 管 雨 水 管

中継ポンプ場
クマムシ ペラネマ

エピスティリス イタチムシ

下水処理の主役たち

下水処理では、有機物など
汚れのもとを食べてくれる
微生物の働きが欠かせません。

代表的な微生物

東京都水道局
「一般家庭水使用目的別実態調査」 最新版による

（下水処理場）

下水管は汚水管と雨水管に分類されます。

　下水管は下水が自然に流下するよ
うに勾配が設けられており、徐々に
深くなっていきます。
　一定の深さになると、中継ポンプ
場で下水を地表近くまでくみ上げ、
再度、自然に流下するようにします。

　家庭や工場等から排出される汚水が
流れる管。下水処理場までつながって
います。

　道路等の公共施設に降った雨水が
流れる管。河川に直接放流します。
（下水処理場につながるものもあり
ます。）

　下水をきれいにする施設です。
　処理場内の汚泥処理施設では下水
処理の過程で発生した汚泥を濃縮、
脱水した後、焼却処分しています。

　私たちが１日に使用する水の量はおよそ２１８Lです。その使用量

は風呂がもっとも多く、次いでトイレ、炊事、洗濯と続きます。使

われた水は、下水管を通って下水処理場へ運ばれ、汚水処理された

後、きれいな水が川へ放流されています。

風呂
40％

トイレ
21％

炊事
18％

洗濯
15％

その他
6％

　活性汚泥（微生物の塊）を加

え、空気を送りながらかきまわし

ます。微生物は空気を得ることで

動きが活発となり、汚れを食べ繁

殖した後、塊となります。

　活性汚泥を沈殿させます。

　上澄みの水はろ過・消毒され

（⑤⑥）、河川へ放流されます。

　下 水管を通ってきた下水は最

初に この池に流れ込みます。こ

こで は大きなゴミを網目状のス

クリ ーンにかけて、土砂類を沈

澱さ せ取り除きます。

　沈 砂池（①）で沈まなかった

細か いゴミをこの池で時間をか

けて 沈殿させ取り除きます。取

り除 いたゴミは汚泥処理施設へ

送ら れます。

工　場

家　庭

汚水管

雨水管

①沈砂池

②最初沈殿池 ③反応タンク ④最終沈殿池

終末処理場

中
継
ポ
ン
プ
場

⑥消毒施設
⑤ろ過池等

≪汚泥処理施設≫

終末処理場

河　川

河　川

①沈砂池

②最初沈殿池

③反応タンク

④最終沈殿池



市町村名 処理場名 所在地
全体計画処理
区域面積(ha)

現況処理人口(人) 現況処理能力
(㎥/日最大)

さいたま市 さいたま市下水処理センター さいたま市浦和区大原5-14-1

熊谷市 熊谷市妻沼水質管理センター 熊谷市八ツ口544

秩父市 秩父市下水道センター 秩父市金室町19-7

飯能市
飯能市浄化センター 飯能市征矢町31-17

飯能市原市場浄化センター 飯能市大字原市場567-3

加須市 加須市環境浄化センター 加須市大字花崎2046

東松山市
東松山市市野川浄化センター 東松山市山崎町22-1

東松山市高坂浄化センター 東松山市大字宮鼻372-1

羽生市 羽生市水質浄化センター 羽生市大沼2-63

深谷市
深谷市浄化センター 深谷市大字上敷免2

深谷市岡部浄化センター 深谷市大字岡1-1

日高市 日高市浄化センター 日高市大字高萩1385-1

神川町 神川町渡瀬浄化センター 神川町渡瀬475-7

横瀬町 横瀬町水質管理センター 横瀬町大字横瀬6190

坂戸、鶴ヶ島
下水道組合

北坂戸水処理センター 坂戸市芦山34-2

石井水処理センター 坂戸市大字石井1336-1

毛呂山・越生・鳩山
公共下水道組合

毛呂山処理センター 毛呂山町大字川角1510 1,310

皆野・長瀞下水道組合 長瀞浄化センター 長瀞町大字中野上234-1 507

流域名 処理場名 所在地 全体計画処理面積(ha) 現況処理人口(人) 現況処理能力(㎥/日)

荒川左岸南部

流域下水道

荒川水循環センター 戸田市笹目5-37-14 21,038 1,966,153

   

  334,647

1,642,591

1,418,354

110,700

  17,708

38,541

52,151

955,800

さいたま新都心浄化プラント
さいたま市見沼区大字

上山口新田字悪水向
- -

荒川左岸北部

流域下水道
元荒川水循環センター 桶川市小針領家字堤内939 15,768 166,200

荒川右岸

流域下水道

新河岸川水循環センター 和光市新倉6-1-1

30,777 732,100
新河岸川上流水循環センター 川越市大仙波1287

中川流域下水道 中川水循環センター 三郷市番匠免3-2-2 30,663 613,200

古利根川

流域下水道
古利根川水循環センター 久喜市吉羽772-1 4,104 69,800

荒川上流

流域下水道
荒川上流水循環センター 深谷市菅沼984 1,869 10,601

市野川

流域下水道
市野川水循環センター 滑川町大字月輪字窪田521-6 1,674 17,600

利根川右岸

流域下水道
小山川水循環センター 本庄市大字東五十子382-1 2,385 30,000

記号の凡例
公共下水道事業実施都市 (60市町)

その他の都市 (2町1村)

県行政都市数(40市、22町、1村) 63市町村

公共下水道供用開始都市 (60市町)

流域下水道終末処理場(供用)(10箇所)

単独公共下水道終末処理場 (18箇所)

一部事務組合が事業主体の都市(2市5町)

色 の 凡 例 事業施設都市数
荒川左岸南部流域下水道関連都市 5市

荒川左岸北部流域下水道関連都市 5市

荒川右岸流域下水道関連都市 13市町

中川流域下水道関連都市
15市町

(さいたま、川口含む)

古利根川流域下水道関連都市 2市

荒川上流流域下水道関連都市 2市町

市野川流域下水道関連都市 3町

利根川右岸流域下水道関連都市 4市町

計 47市町

単独公共下水道実施都市
18市町

(流域と重複する5市町を含む)

合計60市町

下水道終末処理場（流域下水道終末処理場）

T
T

〇〇市

〇〇町

公共下水道終末処理場

※令和２年度末、（　）は事業計画面積

下水道の種類

※１この図は終末処理場や幹線等のおおよその位置を示すものであり、正確な

位置を示したものではありません。

※２この図で示す下水管は流域下水道の幹線であり、全ての下水管を示すもの

ではありません。

公共下水道
　家庭や工場等から直
接接続している下水道
です。
　主に市町村が建設し
管理しています。

都市下水路
　市街地の下水を排除す
るための施設です。
　主に市町村が建設し管
理しています。

流域下水道
　複数市町村の公共下水
道の下水を集め、まとめ
て処理する広域的な下水
道です。
　主に都道府県が建設し
管理しています。

※令和２年度末

埼玉県の下水道
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(113)

431

1,438

2,233

(27)

2,199

1,400

728

805

2,082

460

933

147

76

977

2,635

11,263

4,292

34,806

55,582

727

50,852

34,096

12,081

19,811

68,580

4,675

33,992

1,245

3,209

50,486

74,183

37,143

10,523

23,000

  2,000

21,000

33,800

    372

24,920

21,500

  8,000

12,200

30,880

  1,510

18,800

    900

  1,400

25,800

48,900

24,625

  4,200



荒川左岸南部流域下水道 荒川左岸北部流域下水道
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凡例

流 域 関 連 市 町 境

流域下水道計画処理区域

流 域 下 水 道 既 設 幹 線

流域下水道施工中幹線

流 域 下 水 道 計 画 幹 線

流域下水道終末処理場

流域下水道中継ポンプ場

Ｔ

P
注）処理場、ポンプ場はすべて供用済

全体計画 令和２年度末

処理面積 21,038ha 17,998ha

処理人口 1,737,930人 1,966,153人

汚水量
（日最大）

882,740㎥／日 855,960㎥／日
（日最大）

管渠施設延長 99km 95km

中継ポンプ場 7カ所 7カ所

終末処理場
（処理能力）

荒川水循環センター
8系列

8系列
955,800㎥／日

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000
（空間デ タ基盤）及び基盤地図情報を使用した。 （承認番号 平成25情使 第420号）

さいたま新都心
浄化プラント

高度処理施設
処理能力8,000㎥／日

4,000㎥／日

さいたま市 川口市 上尾市 蕨市 戸田市
（5市）
※さいたま新都心放流幹線は管渠延長に含まない ー 、※さいたま新都心放流幹線は管渠延長に含まない。

※処理面積 処理人口には、単独公共分を含まない。

流域下水道計画処理区域

流域下水道終末処理場

注１）処理場、ポンプ場はすべて供用済
注２）川里中継ポンプ場はマンホールポンプで

供用中

全体計画 令和２年度末

処理面積 15,768ha 5,523ha

処理人口 434,300人 334,647人

汚水量
（日最大）

233,100㎥／日 日221,944㎥／日

管渠施設延長 54km 54km

中継ポンプ場 3カ所 2カ所

終末処理場
（処理能力）

元荒川水循環センター
5系列

3.5系列
166,200㎥／日

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000
（空間デ タ基盤）及び基盤地図情報を使用した （承認番号 平成25情使 第420号

熊谷市 行田市 鴻巣市 桶川市 北本市
（5市）

ー 。 ）※処理面積 処理人口には、単独公共分を含まない。

凡例

流 域 関 連 市 町 境

流 域 下 水 道 既 設 幹 線

流域下水道施工中幹線

流 域 下 水 道 計 画 幹 線

流域下水道中継ポンプ場

Ｔ

P

T

P

P

P

P

P

P

P

T

鴨川中継
ポンプ場
鴨川中継
ポンプ場

指扇
中継ポンプ場
指扇
中継ポンプ場

三崎中継ポンプ場三崎中継ポンプ場

日
進
中
継

  

ポ
ン
プ
場

日
進
中
継

  

ポ
ン
プ
場

芝中継ポンプ場芝中継ポンプ場

さいたま市
水処理センター

南部中継ポンプ場南部中継ポンプ場

さいたま新都心
　浄化プラント
さいたま新都心
　浄化プラント

荒川水循環
　　センター
荒川水循環
　　センター

P

P

P

桶川
中継ポンプ場
桶川
中継ポンプ場

川里中継
ポンプ場
川里中継
ポンプ場

T元荒川
水循環センター
元荒川
水循環センター

元荒川
中継ポンプ場
元荒川
中継ポンプ場

荒川水循環センター 30ha（R3.10撮影）荒川水循環センター 30ha（R3.10撮影）

元荒川水循環センター 17ha（R3.10撮影）元荒川水循環センター 17ha（R3.10撮影）

荒川中継
ポンプ場
荒川中継
ポンプ場

T

荒川左岸北部
下水道事務所
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荒川右岸流域下水道 中川流域下水道

9

全体計画

1,642,591人1,574,090人口人理処

汚水量（日最大）

99km104km長延設施渠管

4カ所4カ所場プンポ継中

終末処理場
（処理能力）

新河岸川水循環センター
新河岸川上流水循環センター

11系列

6系列
732,100㎥／日

不老川水質環境
高度処理施設

処理能力39,000㎥／日
39,000㎥／日

不老川放流幹線12,460ｍ
川越市 所沢市 狭山市 入間市 朝霞市 志木市
和光市 新座市 富士見市 ふじみ野市 三芳町
川島町 吉見町 （10市3町）
※不老川放流幹線、砂川堀雨水幹線及び送泥管は管渠延

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000
ー 。 、

全体計画 令和２年度末

処理面積 30,663ha 16,386ha

処理人口 1,454,000人 1,418,354人

汚水量
（日最大）

765,000㎥／日 500,791㎥／日

管渠施設延長 122km 121km

中継ポンプ場 1カ所 1カ所

理
（処理能力） 14系列 613,200㎥／日

さいたま市（一部） 川口市（一部） 春日部市
草加市 越谷市 八潮市 三郷市 蓮田市
幸手市 吉川市 白岡市 伊奈町 宮代町
杉戸町 松伏町 （11市4町）

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000

※放流渠は管渠延長に含まない。

※処理面積 処理人口には、単独公共分を含まない。

ー 。 、

30,777ha処理面積 17,862ha

保全施設

長に含まない。

※処理面積 処理人口には、単独公共分を含まない。

凡例

流 域 関 連 市 町 境

流域下水道計画処理区域

流 域 下 水 道 既 設 幹 線

流域下水道施工中幹線

流 域 下 水 道 計 画 幹 線

流域下水道終末処理場

流域下水道中継ポンプ場

Ｔ

P
注）処理場、ポンプ場はすべて供用済

凡例

流 域 関 連 市 町 境

流域下水道計画処理区域

流 域 下 水 道 既 設 幹 線

流域下水道施工中幹線

流 域 下 水 道 計 画 幹 線

流域下水道終末処理場

流域下水道中継ポンプ場

Ｔ

P
注）処理場、ポンプ場はすべて供用済

（空間デ タ基盤）及び基盤地図情報を使用した （承認番号 平成25情使 第420号） （空間デ タ基盤）及び基盤地図情報を使用した （承認番号 平成25情使 第420号）

場終末処 場 中川水循環センター 9系列

P

T

春日部中継ポンプ場

中川
水循環センター

令和２年度末

新河岸川上流水循環センター 5ha（R3.10撮影）新河岸川上流水循環センター 5ha（R3.10撮影）

中川水循環センター 60ha（R3.10撮影）中川水循環センター 60ha（R3.10撮影）

新河岸川水循環センター 35ha（R3.10撮影）新河岸川水循環センター 35ha（R3.10撮影）

789,900㎥／日 786,655㎥／日

12,460ｍ

関
係
都
市

P

P

P
吉見中継ポンプ場吉見中継ポンプ場

川島北中継ポンプ場川島北中継ポンプ場

川島南中継ポンプ場川島南中継ポンプ場

P

T

富士見
中継ポンプ場

富士見
中継ポンプ場

新河岸川上流
水循環センター
新河岸川上流

水循環センター

T新河岸川
水循環センター
新河岸川
水循環センター
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深谷市岡部浄化センター
（深谷市）

凡例

流 域 関 連 市 町 境

流域下水道計画処理区域

流 域 下 水 道 既 設 幹 線

流域下水道施工中幹線

流 域 下 水 道 計 画 幹 線

流域下水道終末処理場

流域下水道中継ポンプ場

Ｔ

P
注）処理場、ポンプ場はすべて供用済 ※図面には、旧農業集落排水処理区域を未記載。

凡例

流 域 関 連 市 町 境

流域下水道計画処理区域

流 域 下 水 道 既 設 幹 線

流域下水道施工中幹線

流 域 下 水 道 計 画 幹 線

流域下水道終末処理場

流域下水道中継ポンプ場

Ｔ

P
注）処理場、ポンプ場はすべて供用済

古利根川流域下水道

全体計画 令和２年度末

1,957ha積面理処

処理人口 129,010人 110,700人

汚水量
88,220㎥／日 52,405㎥／日

（日最大）

mk62mk92長延設施渠管

中継ポンプ場 6カ所 6カ所

終末処理場
（処理能力）

古利根川水循環センター
4系列

3系列
69,800㎥／日

加須市 久喜市（2市）この地図の作成に当たっては、国土地理
院長の承認を得て、同院発行の数値地図
25000（空間データ基盤）及び基盤地図
情報を使用した。
（承認番号 平成25情使、第420号）

この地図の作成に当たっては、国土地理
院長の承認を得て、同院発行の数値地図
25000（空間データ基盤）及び基盤地図
情報を使用した。
（承認番号平成25情使、第420号）

荒川上流流域下水道

全体計画 令和２年度末

処理面積 1,869ha 818ha

処理人口 25,520人 17,708人

汚水量
（日最大）

16,600㎥／日 8,102㎥／日

mk9mk9長延設施渠管

中継ポンプ場 1カ所 1カ所

終末処理場
（処理能力）

荒川上流水循環センター
3系列

1.5系列
10,601㎥／日

深谷市 寄居町（1市1町）

※処理面積、処理人口には、単独公共分を含まない。
　図面には、旧農業集落排水処理区域を未記載。

P

P P

P

P

P

T

清久中継ポンプ場清久中継ポンプ場

鷲宮中継ポンプ場鷲宮中継ポンプ場

栗橋中継ポンプ場栗橋中継ポンプ場

古久喜中継
ポンプ場

古久喜中継
ポンプ場

河原井中継
ポンプ場
河原井中継
ポンプ場

古利根川
水循環センター
古利根川
水循環センター

古利根川水循環センター 14ha（R3.10撮影）古利根川水循環センター 14ha（R3.10撮影）
荒川上流水循環センター 5ha（R3.10撮影）荒川上流水循環センター 5ha（R3.10撮影）

4,104ha

東中継ポンプ場東中継ポンプ場

T

荒川上流
水循環センター
荒川上流
水循環センター

P

寄居中継ポンプ場寄居中継ポンプ場
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市野川流域下水道 利根川右岸流域下水道

P T小川中継ポンプ場小川中継ポンプ場

市野川
水循環センター
市野川
水循環センター

14

凡例

流 域 関 連 市 町 境

流域下水道計画処理区域

流 域 下 水 道 既 設 幹 線

流域下水道施工中幹線

流 域 下 水 道 計 画 幹 線

流域下水道終末処理場

流域下水道中継ポンプ場

Ｔ

P
注）処理場、ポンプ場はすべて供用済

凡例

流 域 関 連 市 町 境

流域下水道計画処理区域

流 域 下 水 道 既 設 幹 線

流域下水道施工中幹線

流 域 下 水 道 計 画 幹 線

流域下水道終末処理場

流域下水道中継ポンプ場

Ｔ

P
注）処理場、ポンプ場はすべて供用済

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の
数値地図25000（空間データ基盤）及び基盤地図情報を使用した。
（承認番号 平成25情使、第420号）

全体計画 令和元年度末

処理面積 1,674ha 1,044ha

処理人口 42,200人 38,541人

汚水量
（日最大）

22,800㎥／日 16,315㎥／日

管渠施設延長 12km 12km

中継ポンプ場 1カ所 1カ所

終末処理場
（処理能力）

市野川水循環センター
4系列

3系列
17,600㎥／日

滑川町 嵐山町 小川町（3町）
この地図の作成に当たっては、国土地
理院長の承認を得て、同院発行の数値
地図25000（空間データ基盤）及び基
盤地図情報を使用した。

（承認番号　平成25情使、第420号）

全体計画 令和２年度末

処理面積 2,385ha 1,316ha

処理人口 75,810人 52,151人

汚水量
（日最大）

52,300㎥／日 18,135㎥／日

管渠施設延長 24km 22km

中継ポンプ場 0カ所 0カ所

終末処理場 小山川水循環センター 2系列終末処理場
（処理能力） 4系列

2系列
30,000㎥／日

本庄市 美里町 神川町 上里町
（１市3町）

※処理面積、処理人口には、単独公共を含まない。
※図面には、旧農業集落排水処理区域を未記載。

T

小山川
水循環センター
小山川
水循環センター

市野川水循環センター 6ha（R3.10撮影）市野川水循環センター 6ha（R3.10撮影）

小山川水循環センター 13ha（R3.10撮影）小山川水循環センター 13ha（R3.10撮影）
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下水道事業の主な取組

快適な生活環境の確保

荒川に広がる
かわせみ河原（寄居町）

埼玉県の下水道普及率は昭和４５年には１０％未満でし

たが、平成２８年には８０％を超えました。

下水道の整備が進むことで、家庭や工場等から排出され

る汚水が滞留することがなくなり、私たちの快適な生活環

境が確保されます。また、汚水をきれいにして河川に放流

することで、水質改善や生態系の保全にもつながるととも
生活排水で泡立つ川

（下水道未整備）

下水道整備後の川

に、河川の汚れの度合いを示すBODも改善されます。

※BODとは…

汚れの度合いを表す指標のひとつで、微生物が有機物を分解する際

流入水 処理水
に必要とする酸素の量を示しています。数値が大きいほど水が汚れて

いることを示します。

公共用水域の水質状況

河川等の公共用水域では生活環境保全のため、それぞれの流域ごとに環境基準が定められています。

下水道の普及とともに河川のBOD値は減少傾向にあります。

河川の水質状況と埼玉県の下水道普及率との比較

年度）
芝川(八丁橋)

※BOD75％値とは、BODの年間数値の小さい方から数え、75％の位置にある値であり、流域ごとの

（

元小山川(県道本庄妻沼線交差点)

綾瀬川(内匠橋) 芝川(八丁橋)
荒川(笹目橋)

埼玉県の下水道普及率

環境基準に適用されるものです。
※（ ）は調査地点

©東京都港湾局

川の国埼玉 高度処理の取組

　川や海に含まれる栄養素（窒素及びリン）が自然の状態

より多くなりすぎることを富栄養化といいます。富栄養化

が進むと、自然の生態系が崩れ、魚などが棲めなくなりま

す。

　埼玉県を含む関係自治体では、下水処理水が流れ込む東

京湾の富栄養化を防ぐために、窒素やリンを除去し、従来

の処理水質を向上させる高度処理の取組を進めています。

　埼玉県の中央部を流れる荒川の川幅は2,537メートルで、

この川幅は日本一です。また、県土に占める河川面積の割合

は約3.9％にのぼり、全国第2位となっています。身近に川が

感じられる埼玉県はまさに「川の国」です。

　この川の国のポテンシャルを生かすために、埼玉県や市町

村では川の保全や水辺空間の有効活用など、川の再生事業を

推進しています。

　下水道は河川の水質改善の一翼を担っています。
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下水道事業の主な取組

下水道施設の整備・保全

管渠の地震対策工事
（荒川左岸南部流域）

長寿命化・耐震化の実施 流域流域公共公共

管渠の補修工事マンホールの耐震化

管渠の整備 公共公共

家庭や工場等からの汚水を受け入れるための管渠整

備を進めています。

下水道が整備され、各家庭や工場等の排水が接続さ

れることで、快適な生活環境が確保されるとともに、

河川等の水質保全や改善につながります。

汚水の管渠工事

堤防で守られた人が住む場所にある水を「内水（な

内水対策 公共公共

堤防で守られた人が住む場所にある水を「内水（な

いすい）」と呼びます。

近年、集中豪雨の多発や都市化の進展に伴い、短時

間に大量 雨水が流出し 内水による浸水被害 リ間に大量の雨水が流出し、内水による浸水被害のリス

クが増大しています。このため、市街地等において雨

水の管渠や水路及び貯留施設の整備を進めています。

また各市町では、過去の浸水区域や今後浸水が想定

される区域、避難方法等に関する情報を記載した「内

水ハザードマップ」の作成を進めています。

内水による被害

災害対策 流域流域公共公共

訓練風景
土のう設置による雨水のせき止め

水位監視システムから抜粋

　災害発生時でも、県民の皆様が安心して下水道を利用

できるように、下水道ＢＣＰ（業務継続計画）の策定や

民間事業者等との復旧支援協定を締結し、危機管理体制

づくりに努めています。

　併せて、実動訓練やロールプレイング方式の図上訓練

などを実施しています。

　また、東京都と災害時等における下水汚泥処理の共同

事業に関する協定を締結し、危機管理体制の強化を図っ

ています。

　埼玉県の公共・流域下水道は県民のうち約６００万人が使用する重要な施設となっています。

　しかし、一部の施設では供用開始から５０年以上が経過しており、老朽化や今後予想される大規模

地震などの災害による下水道の機能停止や重大事故が懸念されています。

　そこで県民の日常生活等に影響を及ぼすことがなく、災害時にも下水道の機能を維持できるよう

に、施設の長寿命化や耐震化を図る工事を計画的に進めています。

　所沢市から富士見市にまたがる雨水用排水路で

ある砂川堀雨水幹線上では、４箇所の監視カメラ

及び水位計により、リアルタイムで水位状況を確

認することが可能となりました。

　水位情報は、地元の市町や住民の皆様に提供さ

れ、様々な状況判断に活用いただけます。
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下水道事業の主な取組

資源の有効活用

バイオガス発電の
消化タンク及びガスタンク

中川水循環センター（三郷市）

バイオガス発電 流域流域

施実が者業事間民施実が県

脱硫塔 備設電発クンタスガクンタ化消

発電された電気はみな
さんの生活に使用され
ます。

消化タンクに汚泥を入れ、温め
ながらかき混ぜると、およそ
２５日で発酵し、バイオガスが
発生します

脱硫塔では、発生したバ
イオガスから有害な物質
（硫化水素）を取り除き
ます

バイオガスをタンク
に貯め、発電設備に
送ります。

発生します。 ます。

固形燃料化 流域流域

固形燃料化施設

下水汚泥の共同処理 流域流域公共公共

単独公共下水道で生じる下水汚泥を流域下水道の処理場で受入れ処理することで、市・町・組合の負

担軽減及び流域下水道事業の経営・管理の効率化を図っています。

市町・組合が
下水汚泥を運搬

単独公共下水道 焼却施設の運転余力を活用し、
流域下水道の下水汚泥と共同
処理 汚泥の受入

太陽光発電 流域流域公共公共

下水処理場の敷地を有効活用し、再生可能エネルギー

である太陽光発電を行っています。

実施している下水処理場は以下のとおりです実施している下水処理場は以下のとおりです。

・中川水循環センター（三郷市）

・小山川水循環センター（本庄市）

深谷市浄化センタ・深谷市浄化センター

・飯能市浄化センター など 太陽光パネル（中川水循環センター）

環境に優しいまちづくりを進めている「さいたま新都

さいたま新都心再生水利用事業 流域流域

心」では、水の循環型リサイクルの形成を推進し、高度

処理した下水処理水を貴重な資源ととらえ、トイレ洗浄

水として再利用しています。水 再利用 ます。

発電の仕組み

県下水処理場

バイオガス

さいたま新都心

石油や石炭といった化石燃料に代わり、近年、持続可能な自然由来の再生可能エネルギーに注目が集

まっています。

　埼玉県では下水処理の過程で発生する下水汚泥から再生可能エネルギーであるバイオガスを発生さ

せ、そのガスを燃料として発電するバイオガス発電事業を進めています。

　県はバイオガスの発生までを担い、民間事業者はそのガスを活用した発電を行います。

　実施している下水処理場は以下のとおりです。

　・平成３１年度～：元荒川水循環センター（桶川市）

　・令和  ３ 年度～：中川水循環センター（三郷市）

固形燃料

汚泥

ガスタンクから供給
されたバイオガスを
燃料として発電を行
います。

　下水汚泥を蒸し焼きにして固形燃料を生成します。生

成した固形燃料は、石炭の代替燃料として有効活用され

ています。

　実施している下水処理場は以下のとおりです。

・新河岸川水循環センター（和光市）



地方債償還金

支払利息

減価償却費

維持管理負担金

委託料など
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下水道の整備

事業費

埼玉県内の令和２年度下水道建設事業費内訳

総事業費 ６５２億円

流域下水道　２３６億円

※促進事業を除く

2000

埼玉県内の建設事業費（総事業費）の推移
（億円）

1400

1600

1800

800

1000

1200

200

400

600

0
昭和45 50 55 60 平成元年 5 10 15 20 25 令和元年 令和2

（年度）

下水道事業の持続に向けて

公共下水道 流域下水道 都市下水路

公共下水道や流域下水道は事業着手から５０年以上が経過しており、今後、本格的な改築・更新時期

を迎えます。

そのような中、事業費等の平準化を図りながら各種改築・更新を計画的、効率的に執行するため、

「ストックマネジメント計画」を策定しています。

下水道事業の管理運営

下水道使用料

下水道使用料は多くの市町で水道使用料とともに請求されます。使用料

金は上水道の使用量を基準に算定されます。

公共下水道管理者（主に市町村）は条例によって使用料の額を定め、下

水道使用者から徴収した使用料を汚水処理経費に充て、事業運営を行って

います。

請求書イメージ

公共下水道使用料(令和２年度末)
家庭用20㎥/月

20

30

(団体数)

0

10

20

1000

汚水処理経費・使用料収入の推移(億円)

0
～1,399円 1,400～1,699円 1,700～1,999円 2,000円～

600

800

1000

0

200

400

H27 H28 H29 H30 R元

汚水処理経費 使用料収入
（公共下水道分）

汚水処理経費

公共下水道汚水処理経費内訳（令和元年度）

13.8%

19.9%

16.8%
9.6%

39.9%

使用水量等のお知らせ

様

使用者番号

30年7月～30年8月分(平成30年度)

30年6月19日～30年8月20日

納入年月分

ご使用期間 (今回検針日)

今 回 指 針

前 回 指 針

旧ﾒｰﾀｰ水量

水 道 料 金

うち消費税相当額

下水道使用料

うち消費税相当額

635

600

5,923

438

4,073

301

9,99635

35汚水排水量 申告水量 ㎥
★料金には消費税及び地方消費税相当額が含まれています。

前回使用水量 37㎥ 前年同期水量 8㎥

振替予定日 30年9月18日

20

災害に備えて、応急給水場所などを確認しておき
ましょう。

使用水量 今回料金

水道料金・下水道使用料口座振替済通知書

納入年月日 振替年月日

使用水量(㎥) 水道料金(円)

汚水排水量(㎥) 下水道使用料(円)

収納金額(円)

通
信
欄

上記の金額を口座振替により収納しました。

30．5 ～ 30．6 30．7.17 10,676

4666,30137

37 4,375 323

5 7

15

30

　汚水処理経費は機械や設備の導入費を

その使用期間に応じて計上する減価償却

費や、公共下水道からの下水を受け入れ

る流域下水道の維持管理に係る負担金

（維持管理負担金）、民間事業者への委

託料などで構成されます。

　また、地方債の返済（償還）に充てる

地方債償還金や支払利息も含まれます。

うち消費税相当額（円）

うち消費税相当額（円）

使用水量(㎥) 水道料金(円)

○○ ○○

汚水排水量(㎥) 下水道使用料(円)

○○ ○○

ストックマネジメントの導入による事業費の平準化イメージ（国土交通省資料より）

公共下水道 ４１２億円
（特環分含む）

都市下水路　４億円

768 768 799 760
656 674 674 699 766

692
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下水道を知ってもらうために

イベントが盛りだくさん

高校生が制作した壁画
元荒川水循環センター（桶川市）

壁画制作

制作風景

フォトコンテスト

制作風景

入賞作品

下水道マンガ

子どもたちに下水道への理解や関心を高めていただけるよう

に、県内の高校生が下水道マンガを制作しました。

また、下水処理場の社会科見学に際し、下水道を事前学習して

いただくため、先生向けの解説書やシラバスも作成しました。

下水道マンガ

「下水道の日」作品コンクール」

入賞作品

地域に密着したイベント

イベント風景

下水処理場見学

見学風景

見学風景

出前授業の様子
施設見学の詳細についてはこちら

微生物の観察

　下水道の仕組みや役割を実際に見て、感じていただけるよう、

各下水処理場では施設見学を行っています。

　見学では、流れてきた下水がどのような過程を経て川に放流さ

れるのか、放流される水がどのくらいきれいになったのかなど、

職員の説明を聞きながら、学ぶことができます。　

　また、下水をきれいにする微生物を顕微鏡で観察したり、下水

汚泥の焼却施設を見たりすることもできます。

　見学のほかにも、県の下水処理場の維持管理を行っている下水

道公社職員が県内の小・中・高校等に出向き、下水道に関する講

義、水質実験、微生物の観察などを行う、出前授業（移動下水道

教室）を実施しています。

　県立高校の美術部員が下水処理場の見学通路をキャンバスに壁

画を制作しました。複数の学校が協力し合い、鮮やかな色彩で描

かれた壁画は施設見学の目玉となっています。

制作場所：平成28年度 荒川水循環センター（戸田市）

平成29年度 中川水循環センター（三郷市）

平成30年度 新河岸川水循環センター（和光市）

令和元年度 元荒川水循環センター（桶川市）

　下水処理場の魅力を見い出し、下水道への関心を深めてもらえ
るようにフォトコンテストを開催しています。
　下水処理場を独自の視点で様々な角度から撮影してもらってい
ます。
実施場所：平成28年度 荒川（戸田市）、元荒川（桶川市）、

中川（三郷市）水循環センター
平成29年度 新河岸川水循環センター（和光市）

古利根川水循環センター（久喜市）
平成30年度 元荒川水循環センター（桶川市）
令和元年度 元荒川水循環センター（　〃　）

　下水道について多くの方に興味、関心をもっていただけるよう

に、県内の小・中学生を中心に下水道にまつわる作品（ポスター、

書道、作文、標語）を募集し、表彰しています。

応募作品数：平成30年度 24,004点

　　　　　　令和元年度  24,618点

　　　　　　令和２年度  32,131点　※作文部門の募集はなし

　　　　　　令和３年度  19,750点　※作文部門の募集はなし

　地元住民を中心とした県民に下水道について関心を持ってもら

えるよう、戸田市にある荒川水循環センターでは「荒川・下水道

フェスタ」を、久喜市にある古利根川水循環センターでは「ふれ

あいホタル祭り」を開催しています。

　地元住民によるパフォーマンスや様々なブースの出展など、子

どもから大人まで楽しめるイベントとなっています。

※一部のイベントについては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しています
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下水道普及率と下水処理場の規模

昭和40 45 50 55 60 平成元 5 10 15 20 25 30 令和2

埼玉県（％） 4.8 8.1 17.4 24.1 34.1 44.5 54.8 64.7 71 75.2 78.6 81.2 82.4

全国平均（％） 8.3 15.6 22.8 29.8 36.0 42.0 49.0 58.0 66.7 72.7 77 79.3 80.1

全国順位 - - 16 12 10 9 8 7 9 12 13 13 13

※「埼玉県生活排水処理施設整備構想」における
下水道普及率の目標値は2025年度までに86.7%

流域下水道・公共下水道の下水処理場の規模が大きいものは以下のとおりです。

流域下水道

１位
荒川水循環センター荒川水循環センター

公共下水道

１位
森ヶ崎水再生センター

年間処理水量 約２億５２００万㎥
（埼玉県戸田市）

年間処理水量 約４億３８００万㎥
(東京都大田区)

２位 新河岸川水循環センター
年間処理水量 約２億３００万㎥
（埼玉県和光市）

２位 鳥羽水環境保全センター
年間処理水量 約２億４１００万㎥
（京都府京都市）

３位 中川水循環センター中川水循環センター
年間処理水量 約１億５３００万㎥
（埼玉県三郷市）

３位 芝浦水再生センター芝浦水再生センター
年間処理水量 約２億２０００万㎥
（東京都港区）

）（

数字で見る埼玉の流域下水道

下水管の長さ

４３８
中継ポンプ場

２２
県職員数

１０７Km 箇所 人

中継ポンプ場によっては、直径

約１．７ｍのポンプで下水をくみ

上げています。

日平均下水処理量

１９９万㎥

下水処理にかかる時間

約１２時間

県管理の９処理場で１日に処理 下水処理場に流入した下水がき

している下水の量です。５０ｍ

プール約７９０杯分です。

れいになって河川に放流されるま

での時間です。

数のルーホンマ口人理処焼却炉の温度

８５０℃以上 ５５８万人 ２,７２９基

最近ではデザインマンホールに

も注目が集まり、様々なマンホー

ルカードが作られています。

埼玉県と全国の下水道普及率の推移

下水処理場の処理水量規模

数字で見る
埼玉の

流域下水道

　県庁所在地であるさいたま市か

らおよそ兵庫県神戸市までの距離

です。日本中の下水管の長さを合

計すると月にも到達できるといわ

れています。

　下水処理過程で発生した汚泥を
焼却し、灰などにして再利用して
います。
　高温で焼却すると、温室効果ガ
スを削減することができます。

　市町が管理する公共下水道と併
せると約６０９万人。県人口の約
８割の下水を処理しています。

　県職員のほか、下水道公社、包
括的民間委託業者、関連事業者な
ど、多くの人たちによって下水道
サービスが支えられています。

年度（末）

※日本下水道協会「下水道統計」H３０年版による
※１億㎥=５０ｍプール約４０，０００杯分

90700
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県内の下水道の普及状況

（注）１．行政人口は、令和３年３月末日現在の住民基本台帳人口
　　　２．（　　）内は、当該市町村全体の行政面積、行政人口、普及率
　　　３．特環：特定環境保全公共下水道

流域名 市 町 村 名 行政面積(ha) 行政人口(人)A 処理面積(ha) 処理人口(人)B 普及率(%)B/A
公共下水道
接続率(%)

さいたま市

川 口 市

上 尾 市

蕨 市

戸 田 市

小 計

熊 谷 市

行 田 市

鴻 巣 市

桶 川 市

北 本 市

小 計

川 越 市

所 沢 市

狭 山 市

入 間 市

朝 霞 市

志 木 市

和 光 市

新 座 市 特環分含む

富 士 見 市 特環分含む

鶴 ヶ 島 市

ふじみ野市 特環分含む

三 芳 町 特環分含む

川 島 町

吉 見 町 特環分含む

小 計

さいたま市

川 口 市

春 日 部 市

草 加 市

越 谷 市

八 潮 市

三 郷 市

蓮 田 市 特環分含む

幸 手 市

吉 川 市

白 岡 市

伊 奈 町

宮 代 町

杉 戸 町 特環分含む

松 伏 町

小 計

加 須 市
大利根処理区

久 喜 市

小 計

深 谷 市
川本・花園処理区

寄 居 町

小 計

荒
川
左
岸
南
部

荒
川
左
岸
北
部

荒
川
右
岸

中
川

古
利
根
川

荒
川
上
流

流域名 市 町 村 名 行政面積(ha) 行政人口(人)A 処理面積(ha) 処理人口(人)B 普及率(%)B/A
公共下水道
接続率(%)

市
野
川

滑 川 町

嵐 山 町

小 川 町

小 計

利
根

本 庄 市

美 里 町

川
右
岸

神 川 町

上 里 町 特環分含む

小 計

さいたま市

南部

下水道区域外

日高市へ流出

川 越 市 坂鶴組合へ流出

熊 谷 市
妻沼処理区

秩 父 市

飯 能 市 特環分含む

加 須 市 旧北川辺町分

単
独
公

東 松 山 市

羽 生 市

深谷処理区

共
下
水
道

深 谷 市 岡部処理区

坂 戸 市

ヶ鶴 島 市

日 高 市 特環分含む

神 川 町

特環

下水道区域外

毛 呂 山 町

越 生 町

東松山市へ流出
滑 川 町

鳩 山 町

横 瀬 町 特環

皆 野 町 特環

長 瀞 町 特環

単 独 公 共 計

公 共 下 水 道 計

ときがわ町

小 鹿 野 町

東 秩 父 村

そ の 他 計

埼 玉 県 合 計

流 域 関 連 計

そ
の
他
計

 12,590.8 1,172,719 10,728.2 1,136,435 96.9 97.5

 (21,749.0) (1,327,691) (12,430.4) (1,248,591) (94.0) (97.5) 

 4,166.0 464,245 3,160.0 432,560 93.2 95.7

 (6,197.0) (607,750) (4,301.5) (534,316) (87.9) (94.3)

 4,555.0 229,729 2,390.5 192,048 83.6 96.7

 510.0 75,841 479.5 73,111 96.4 99.3

 1,817.0 140,952 1,240.0 131,999 93.6 97.4

 23,638.8 2,083,486 17,998.2 1,966,153 94.4 97.1

 12,361.0 170,594 1,689.1 87,096 51.1 93.1

 (15,988.0) (194,542) (1,865.1) (91,388) (47.0) (93.4)

 6,737.0 79,910 926.5 45,141 56.5 89.5

 6,749.0 117,895 1,490.8 92,009 78.0 94.7

 2,526.0 75,174 802.2 61,318 81.6 94.0

 1,984.0 65,920 614.2 49,083 74.5 99.6

 30,357.0 509,493 5,522.8 334,647 65.7 94.2

 10,880.3 353,442 3,735.0 306,098 86.6 98.1

 (10,916.0) (354,127) (3,770.7) (306,783) (86.8) (98.1)

 7,199.0 344,014 3,285.2 324,987 94.5 98.5

 4,904.0 149,828 1,978.9 144,869 96.7 98.8

 4,474.0 146,808 1,607.1 129,903 88.5 97.6

 1,838.0 143,388 1,100.0 140,264 97.8 99.1

 906.0 76,601 611.1 76,259 99.6 98.8

 1,104.0 83,781 770.4 81,362 97.1 99.0

 2,280.0 166,247 1,483.8 161,808 97.3 98.5

 1,970.0 112,204 1,055.6 110,635 98.6 99.1

 74.4 7,364 74.4 7,364 100.0 100.0

 (1,773.0) (69,969) (782.8) (59,184) (84.6) (93.3)

 1,467.0 114,474 926.0 107,302 93.7 97.3

 1,530.0 38,063 694.3 35,816 94.1 96.3

 4,172.0 19,622 325.3 10,011 51.0 97.9

 3,863.0 18,521 214.6 5,228 28.2 78.2

 46,661.7 1,774,357 17,861.7 1,642,591 92.6 98.3

 4,059.0 129,858 1,589.2 100,893 77.7 96.6

 (21,749.0) (1,327,691) (12,430.4) (1,248,591) (94.0) (97.5)

 2,031.0 143,505 1,141.5 101,756 70.9 88.4

 (6,197.0) (607,750) (4,301.5) (534,316) (87.9) (94.3)

 6,598.0 233,145 2,266.0 209,346 89.8 96.9

 2,742.0 250,579 2,444.7 245,559 98.0 94.3

 6,031.0 345,487 2,774.8 290,655 84.1 96.4

 1,803.0 92,496 846.0 71,857 77.7 92.1

 3,041.0 142,663 1,319.9 121,504 85.2 88.7

 2,727.0 61,761 758.6 45,772 74.1 91.9

 3,395.0 50,153 390.1 23,256 46.4 82.1

 3,162.0 73,217 659.2 60,921 83.2 96.5

 2,488.0 52,462 503.2 36,523 69.6 95.9

 1,480.0 45,021 531.4 33,972 75.5 94.7

 1,595.0 33,792 374.9 24,889 73.7 95.1

 3,000.0 44,376 525.6 31,596 71.2 90.4

 1,622.0 28,725 261.3 19,855 69.1 84.3

 45,774.0 1,727,240 16,386.4 1,418,354 82.1 93.9

 2,447.0 14,478 83.8 5,242 36.2 95.7

 (13,347.0) (112,570) (975.7) (56,094) (49.8) (86.3)

 8,240.0 152,120 1,873.0 105,458 69.3 93.2

 10,687.0 166,598 1,956.8 110,700 66.4 93.3

 3,759.0 25,055 321.6 9,418 37.6 86.8

 (13,841.0) (142,556) (1,710.4) (82,673) (58.0) (90.8)

 6,417.0 32,755 496.7 8,290 25.3 88.4

 10,176.0 57,810 818.3 17,708 30.6 87.6

 2,928.0 19,606 272.2 10,889 55.5 97.4

 (2,971.0) (19,606) (272.2) (10,889) (55.5) (97.4)

 2,985.0 17,759 304.4 12,028 67.7 89.8 

 6,045.0 28,886 467.8 15,624 54.1 81.0

 11,958.0 66,251 1,044.4 38,541 58.2 88.4

 8,971.0 77,793 1,075.5 46,142 59.3 89.2

 3,348.0 11,059 28.4 801 7.2 29.6

 99.0 1,176 54.0 415 35.3 26.7

 (4,742.0) (13,341) (130.0) (1,660) (12.4) (58.2)

 2,921.0 30,769 158.4 4,793 15.6 47.0

 15,339.0 120,797 1,316.3 52,151 43.2 83.9

 194,591.5 6,506,032 62,904.8 5,580,845 85.8 96.2

 113.0 11,263 113.0 11,263 100 100

 4,986.2 13,851 0 0 0.0 －

 (21,749.0) (1,327,691) (12,430.4) (1,248,591) (94.0) (97.5)

 5.7 675 5.7 675 100.0 97.6

 30.0 10 30.0 10 100.0 40.0

 (10,916.0) (354,127) (3,770.7) (306,783) (86.8) (98.1)

 3,627.0 23,948 176.0 4,292 17.9 97.8 

 (15,988.0) (194,542) (1,865.1) (91,388) (47.0) (93.4)

 57,769.0 60,829 978.2 34,806 57.2 97.2

 19,318.0 78,905 1,074.9 56,309 71.4 95.5

 8,800.0 87,094 891.9 50,852 58.4 85.0

 2,100.0 10,998 0 0 0.0 －

 (13,347.0) (112,570) (975.7) (56,094) (49.8) (86.3) 

 6,533.0 90,297 1,026.5 46,177 51.1 98.2

 5,855.0 54,222 434.7 19,811 36.5 90.0

 7,023.0 99,244 1,297.0 68,580 69.1 91.7

 3,059.0 18,257 91.8 4,675 25.6 84.9

 (13,841.0) (142,556) (1,710.4) (82,673) (58.0) (90.8)

 4,097.0 100,373 1,021.5 72,839 72.6 97.2

 1,698.6 62,605 708.4 51,820 82.8 92.4 

 (1,773.0) (69,969) (782.8) (59,184) (84.6) (93.3)

 4,748.0 55,142 561.4 33,317 60.4 94.6

 76.0 1,253 76.0 1,245 99.4 68.7

 4,567.0 10,912 0 0 0.0 －

 (4,742.0) (13,341) (130.0) (1,660) (12.4) (58.2)

 3,403.0 33,079 415.1 22,228 67.2 90.4

 4,044.0 11,280 170.4 5,814 51.5 81.9

 43.0 0 0.0 0 0.0 －

 (2,971.0) (19,606) (272.2) (10,889) (55.5) (97.4)

 2,571.0 13,381 197.4 9,101 68.0 95.4

 4,935.0 8,051 114.9 3,209 39.9 85.2

 6,361.0 9,455 225.1 5,886 62.3 81.8

 3,040.0 6,823 258.1 4,637 68.0 83.2

 158,802.5 861,947 9,867.9 507,546 58.9 93.3

 353,394.0 7,367,979 72,772.8 6,088,391 82.6 96.0

 5,577.0 10,874 －　　　 －　　　 －　　　 －　　

 17,145.0 11,077 －　　　 －　　　 －　　　 －　　

 3,717.0 2,681 －　　　 －　　　 －　　　 －　　

 26,439.0 24,632 －　　　 －　　　 －　　　 －　　

 379,833.0 7,392,611 72,772.8 6,088,391 82.4 95.9
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2010 ・埼玉県下水道局の設置(4.1)
・荒川水循環センターの上部利用として一部開園(7.1)
・新河岸川上流水循環センターで高度処理運転開始(9.1)

2008 ・元荒川水循環センターの上部利用として新小針領家グランド開園(8.23)

2007 横瀬町水質管理センター(3.28) ・流域下水道の累計流入水量100億トン達成(4.10)
・中川水循環センターの上部利用として三郷スカイパーク開園(6.2)

2021 ・東京都と災害時等における下水汚泥処理の共同事業に関する協定締結(3.11)
・官民連携した下水道技術支援事業に係るタイ下水道公社(WMA)との覚書締結(6.25)
・新河岸川水循環センター上部公園(和光スポーツアイランド)全供用開始(10.1)
・中川水循環センターでバイオガス発電開始(11.1)

埼玉県下水道関係年表
西 暦 記 事

1958
以前

川越市S6、川口市S14
行田市S25、久喜市S27
(旧)大宮市S28、秩父市S28、
飯能市S28、(旧)浦和市S30、
熊谷市S32、所沢市S32、
(旧)与野市S33

1959 川口市領家処理場(8.1) ・土木部計画観光課内に下水道係新設(4.1)

1962 ・計画観光課から計画課に名称変更(5.1)

1964 川越市滝ノ下処理場(12.28)

1965 ・荒川左岸流域下水道基本計画策定(4.～12.)
・公共下水道事業に県費補助制度を導入(国庫補助対象事業費の5%)(4.1)

1966 大宮市南部処理場(4.1)、飯能処理場(4.8) ・荒川左岸流域下水道組合設立認可(4.25)

1967 ・荒川左岸の建設局を浦和市田島に開設(1.28)
・荒川左岸特許の認可(3.17)

荒川左岸流域下水道(3.27)

1968 川越市霞ヶ関第一・第二処理場(2.15)、
行田処理場(5.1)、所沢処理場(6.1)、
秩父市金室処理場(10.24)

・建設省都市局長通達により、荒川左岸が組合から県の事業となる(4.1)

1969 ・計画課が都市計画課と都市施設課に分課、下水道課は都市施設課に所属(4.1)戸田市、蕨市

1970 入間市、東松山市、和光市、
坂戸・鶴ヶ島水道組合

1971 荒川左岸北部流域下水道
(12.13)、荒川右岸流域下水
道(12.13)、砂川堀都市下水
路(1.27)、上尾市、
(旧)鳩ヶ谷市、狭山市

・下水道係が広域下水道係と下水道指導係に分割(5.)
・荒川右岸流域下水道建設事務所設置(5.1)
・荒川左岸北部流域下水道組合発足(5.1)

1972 芝川都市下水路(10.31)、
桶川市、草加市、越谷市

荒川処理センター(戸田市、(旧)浦和市、
(旧)与野市、(旧)大宮市の一部供用開始)(10.1)

・都市施設課から下水道課が独立し、庶務係、計画係、事業係、指導係の4係を置く(5.1)

1973 中川流域下水道(3.29)、
鴻巣市、志木市、朝霞市、
深谷市

坂戸・鶴ヶ島組合北坂戸処理場(9.1) ・中川流域別下水道整備総合計画承認申請(6.29)
・下水道課が土木部から住宅都市部へ(7.1)
・中川流域下水道建設事務所設置(7.1)

1974 北本市、(旧)吹上町、
富士見市、新座市、八潮市

・荒川左岸北部流域下水道建設事務所を設置し、組合に委託していた事業を県直轄に
　移管(4.1)
・公共下水道の県費補助金が事業費の5%から2.5%に変更(4.1)
・下水道課の事業係が流域下水道係に名称を変更し、管理係を新設(5.1)
・荒川左岸南部処理センターを開設し、維持管理部門を県に移管(5.1)

久喜終末処理場(7.1)

1975 三芳町、(旧)上福岡市、
川島町、(旧)大井町、
(旧)岩槻市、白岡町、三郷市、
春日部市、羽生市、本庄市、
加須市

狭山市狭山台処理場(3.20)、上尾市(11.1) ・公共下水道の県費補助の廃止(4.1)

1976 ・利根川流域別下水道整備総合計画承認申請(3.31)
・荒川左岸南部流域下水道建設事務所を設置し、組合に委託していた事業を県直轄に
　移管(4.1)
・「埼玉県下水汚泥処理対策調査研究委員会」が発足(5.1)

1977 古利根川流域下水道(9.17)
(旧)菖蒲町、(旧)鷲宮町、
(旧)栗橋町、(旧)大利根町

東松山市市野川処理場(5.1)、蕨市(4.1) ・中川流域下水道建設事務所内に古利根川流域工事課を新設(4.1)
・中川終末処理場建設を日本下水道事業団へ委託(6.)

1978 蓮田市、吉川市、秩北衛生
下水道組合

・下水道課が下水道管理課と下水道建設課に分かれる(4.1)
・公共下水道の県費補助金制度が復活(処理場の2.5%)(4.1)

1979 毛呂山・越生・鳩山公共下水
道組合

(旧)菖蒲町(4.1) ・(財)埼玉県下水道公社を設立(2.1)
・荒川左岸南部流域下水道建設事務所が名称変更して、荒川左岸南部下水道事務所
　となる(4.1)
・荒川左岸南部流域下水道処理センターを廃止(4.1)

1981 杉戸町、日高市 元荒川処理センター(熊谷市、行田市、鴻巣市、
桶川市、北本市、(旧)吹上町の一部が供用開
始)(4.1)、新河岸川処理センター(志木市、和光
市の一部が供用開始)(4.1)、(旧)鷲宮町(10.1)

・(財)埼玉県下水道公社南部支社、北部支社、右岸支社発足(1.1)
・荒川左岸北部流域下水道建設事務所が名称変更して、荒川左岸北部下水道事務所
　となる(4.1)
・荒川右岸流域下水道建設事務所が名称変更して、荒川右岸下水道事務所となる(4.1)

1982 伊奈町 朝霞市(8.20)、(旧)上福岡市(10.2)
新座市(8.20)、富士見市(8.20)

・中川流域別下水道整備総合計画同意(4.2)

1983 中川処理センター(八潮市、三郷市、草加市、
越谷市の一部が供用開始)(4.1)、(旧)大井町(4.1)、
加須市環境浄化センター(4.1)、(旧)鳩ヶ谷市(6.1)

・久喜市終末処理場を古利根川流域下水道へ移管(4.1)
・中川流域下水道建設事務所が名称を変更して中川下水道事務所となる(4.1)
・(財)埼玉県下水道公社中川支社、古利根川支社発足(4.1)
・下水道管理課と下水道建設課が統合して下水道課となる(4.1)

1984 (旧)庄和町 三芳町(4.1)、東松山高坂終末処理場(3.31)

1985 宮代町、幸手市、松伏町、
(旧)騎西町、(旧)川本町、
吉見町

深谷市浄化センター(4.1)

1986 荒川上流流域下水道(3.15)
寄居町

本庄市水質管理センター
羽生市水質浄化センター(4.1)
入間市(11.1)

・狭山市狭山台処理場を廃止し、全てを流関へ(9.24)

1987 横瀬町 (旧)岩槻市(6.1)、春日部市(4.1)、
(旧)栗橋町(4.1)

・埼玉県の下水道普及率が全国平均(37.0%)に並ぶ(4.1)
・行田市行田終末処理場を廃止し、流関に(4.1)

・レンガ製造センターの建設に着手
・川越市霞ヶ関第二処理場を廃止し、流関へ(4.1)

1988 滑川町 日高市浄化センター(12.1)
川島町(3.28)

1990 杉戸町(4.1)、(旧)大利根町(4.1)

1989 市野川流域下水道(10.3)
(旧)花園町、嵐山町

毛呂山・越生・鳩山下水道組合毛呂山処理セン
ター(4.1)

西 暦 事業着手 処理開始 記 事

1991 (旧)岡部町 蓮田市(4.1)、吉川市(4.1)、幸手市(4.1)、
伊奈町(4.1)、白岡町(4.1)

・レンガ製造センター竣工(荒川右岸流域全国初の汚泥焼却灰再利用)(3.13)
・アクアパークモデル事業許可(日高町、県内初の処理水再利用施設)(3.28)

1992 荒川上流浄化センター((旧)川本町、
(旧)花園町、寄居町の一部が供用開始)
(4.1)、飯能市原市場浄化センター(4.1)、
(旧)騎西町(4.1)

・埼玉県の下水道普及率が50.1%となる(4.1)
・不老川浄化対策事業に着手

・市野川流域下水道の通水により、県内7つの流域下水道のすべてが供用となる

1993 宮代町(4.1)、松伏町(4.1)

市野川上流浄化センター(滑川町、
嵐山町の一部が共有開始)(4.1)、
(旧)庄和町、坂戸・鶴ヶ島下水道組合
石井水処理センター(11.10)

1994 上里町

小川町

1995 (旧)妻沼町

1996 (旧)川里村 ・川越市霞ヶ関第一処理場を廃止し、流関へ(2.1)

(旧)岡部町水質管理センター(4.2)
長瀞浄化センター(10.1)

・再生水利用下水道事業に着手(さいたま新都心)

1997

1998 ・不老川放流幹線供用開始(二次処理水)(5.23)

・中川流域別下水道整備総合計画承認(4.15)
・利根川流域別下水道整備総合計画承認(4.15)
・彩の国さいたま流域下水道懇談会を設置(6.22)

吉見町(10.1)

1999 小川町(3.10)

2000 ・さいたま新都心へ再生水送水開始(4.1)

2001 (旧)川里町(4.1)
(旧)妻沼町水質管理センター(4.10)

・埼玉県流域下水道維持管理負担金のあり方等に関する提言(3.28)
・荒川右岸川越浄化プラント高度処理施設供用開始(4.1)
・土木部と住宅都市部が統合し、県土整備部下水道課へ(4.1)
・埼玉県流域下水道暗渠等の利用に関する要綱施行(9.1)

2002 ・降雨情報システム(アメネットさいたま)供用開始(4.1)
・中川処理センターで高度処理運転開始(4.1)
・荒川流域別下水道整備総合計画同意(7.31)
・中川流域別下水道整備総合計画同意(7.31)

2003 ・川口市領下水処理場を廃止し、流関へ(1.17)

・利根川右岸流域下水道が都市計画決定される(7.23)
・利根川流域別下水道整備総合計画同意(11.15)

2004

2005 ・川口市領下水処理場を廃止し、流関へ(1.17)

2006 ・県内の各流の処理場の名称が「処理センター」から「水循環センター」に変更(4.1)
・川越市滝ノ下終末処理場を荒川右岸流域下水道へ移管(4.1)
・新河岸川水循環センターで高度処理運転開始(4.1)

利根川右岸流域下水道
(3.14)、美里町、(旧)児玉町

神川町渡瀬浄化センター(4.10)

2009 本庄市(4.1)、神川町(7.1) ・荒川流域別下水道整備総合計画同意(4.2)
・中川流域別下水道整備総合計画同意(4.2)
・本庄市水質管理センターを利根川右岸流域下水道として県に移管(4.1)

2011 ・埼玉県下水道局中期経営計画策定(3.27)
・埼玉県下水道局経営懇話会設置(4.26)
・新河岸川水循環センターで固形燃料化施設の建設に着手(12.2)

2012 ・所沢市浄化センターを廃止し、流関へ(4.1)
・財団法人埼玉県下水道公社が公益財団法人に移行(4.1)
・下水道処理技術支援事業に係るタイ下水道公社(WMA)との合意書締結(4.1)
・元荒川水循環センターで高度処理運転開始(4.1)

2013 ・国土交通省が設置した水・環境ソリューションハブに登録(3.28)

2014 ・荒川水循環センター高度処理運転開始(3.1)

美里町(4.1)

・新河岸川水循環センターで固形燃料化施設の運転開始(3.20)2015 .

2016 ・官民連携した下水道技術支援事業に係るタイ下水道公社(WMA)との合意書締結(2.5)
・利根川流域別下水道整備総合計画協議完了(3.31)
・下水道管理課と下水道事業課の2課体制になる(4.1)
・中川・小山川水循環センターで太陽光発電開始(10.1)

2017 ・降雨情報システム(アメネットさいたま)終了

2018 ・埼玉県下水道局経営戦略策定(1.4)
・下水汚泥の共同処理開始(4.1)
・荒川上流水循環センターで高度処理運転開始(4.1)
・市野川水循環センターで高度処理運転開始(4.1)
・古利根川水循環センターで高度処理運転開始(4.1)
・荒川水循環センター上部公園全供用開始(7.10)
・新河岸川水循環センターの上部利用として和光スポーツアイランド一部開園(10.20)

2019 ・都市計画課公共下水道担当を下水道局へ移管し、下水道事業事務を一元化(4.1)
・元荒川水循環センターでバイオガス発電開始(4.1)

事業着手 処理開始



令和３年度「下水道の日」作品コンクール(標語部門)
埼玉県知事賞　新井　忠勝さん

ご自宅や事務所などの排水施設や
公共下水道についてはお住いの市町の

お問い合わせ先

下水道への接続に関すること
下水道使用料に関すること 等

下水道担当課までお問合せください。

流域下水道の処理場の

埼玉県下水道局下水道管理課

流域下水道について
流域下水道の処理場の

維持管理・見学について

（公財）埼玉県下水道公社・本社
〒330-0063 さいたま市浦和区高砂3-13-3
直通TEL 048(830)5440 FAX 048(830)4884

埼玉県下水道局下水道事業課

〒338-0837 さいたま市桜区田島7-2-23
直通TEL 048(838)8585 FAX 048(838)8589

荒川左岸南部支社（荒川水循環センター）

〒330-0063 さいたま市浦和区高砂3-13-3
直通TEL 048(830)5448 FAX 048(830)4884

荒川左岸南部流域下水道について

〒335-0034 戸田市笹目5-37-14
TEL 048(421)5861 FAX 048(421)5004

荒川左岸北部支社（元荒川水循環センター）
荒川左岸南部下水道事務所

〒336-0026 さいたま市南区辻8-27-20
TEL 048(861)2051 FAX 048(861)2056

〒363-0007 桶川市大字小針領家字堤内939
TEL 048(728)2011 FAX 048(728)2013

荒川右岸支社（新河岸川水循環センター）荒川右岸流域下水道について
〒351-0115 和光市新倉6-1-1
TEL 048(466)2400 FAX 048(466)2401

中川支社（中川水循環センター）

荒川右岸下水道事務所
〒351-0115 和光市新倉6-1-1
TEL 048(466)9410 FAX 048(466)9418

〒341-0056 三郷市番匠免3-2-2
TEL 048(952)3351 FAX 048(952)3354

古利根川支社（古利根川水循環センター）

荒川左岸北部・古利根川・荒川上流・市野川

利根川右岸流域下水道について

荒川左岸北部下水道事務所
〒363-0007 桶川市大字小針領家字堤内939

〒346-0014 久喜市吉羽772-1
TEL 0480(22)3819 FAX 0480(22)6727

（包括的民間委託）

TEL 048(728)0016 FAX 048(728)0020

〒341-0056 三郷市番匠免3-2-2

新河岸川上流水循環センター
〒350-0032 川越市大仙波1287
TEL 049(224)2741 FAX 049(227)7366

〒
TEL 048(952)9080 FAX 048(952)9234

市野川水循環センター
〒355-0813 滑川町大字月輪字窪田521-6
TEL 0493(62)0410 FAX 0493(62)0411

荒川上流水循環センター
〒369-1104 深谷市菅沼984

小山川水循環センター
〒367-0024 本庄市東五十子382-1
TEL 0495(21)7997 FAX 0495(25)6831

埼玉県下水道局下水道管理課・下水道事業課

埼玉の下水道マスコット
「クマムシくんとなかまたち」は下水の汚れを

きれいにする微生物をキャラクター化したものです。

下水道事業課 計画・公共下水道担当
〒330-0063 さいたま市浦和区高砂3-13-3

中川流域下水道について

中川下水道事務所

そのはっぱ　そうじしないと　つまっちゃう

直通TEL 048(830)5458　FAX 048(830)4884

公共下水道事業の支援について

彩の国 埼玉県

埼玉県マスコット「さいたまっち」 埼玉県マスコット「コバトン」

埼玉の下水道２０２１埼玉の下水道２０２１

～安心・安全支える下水道～～安心・安全支える下水道～


